第６号様式（第４条関係）
風景づくりの基準に対する措置状況説明書
風景特性基準（河川基準）
□建築物の建築等
	項目
	風景づくりの基準
	記載欄

	
	
	

	高さ・規模
	1 河川沿いの歩道や橋梁など周辺の主要な眺望点からの見え方を考慮し、高さは、周辺建築物群のスカイラインとの調和に配慮する。
	

	形態・意匠・色彩
	①　形態・意匠は、水辺の自然環境との調和に考慮し、道路や橋梁などからの河川の見え方が魅力的になるよう工夫する。
	

	
	②　みどりやみずとの色彩の連続性を図るため、無彩色が中心とならないよう配慮する。
	

	
	3 河川や河川沿道から見える建築物に付帯する構造物や設備などが目立たなくなるよう工夫する。
	

	外構・緑化等
	1 河川や河川沿道に面する敷地の境界は積極的に緑化するとともに、河川と一体となった魅力的なみどりとみずの空間となるよう工夫する。
	


□工作物の建設等
	項目
	風景づくりの基準
	記載欄

	
	
	

	形態・意匠・色彩
	①　形態・意匠は、水辺の自然環境と調和させ、道路や橋梁などからの河川の見え方に配慮する。
	

	
	2 みどりやみずとの色彩の連続性を図るため、無彩色が中心とならないよう配慮する。
	

	外構・緑化等
	①　河川や河川沿道に面する敷地の境界は積極的に緑化するとともに、河川と一体となった魅力的なみどりとみずの空間となるよう工夫する。
	


